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第１６回網走市選択する未来会議発言要旨（令和７年１月２３日（木）） 

 

 

～第３期網走市まち・ひと・しごと創生総合戦略の素案について、資料に基づき 

事務局より説明～ 

 

●議長 

   順番にお伺いしていきたいと思いますけども、基本目標１について何かご意見、ご質問等

ございましたらお願いいたします。 

   

○委員 

   基本目標１の【１】産業振興策の構築の中に、「スマート農林漁業など新技術の活用によ

り」と書かれてありますけど、新技術というのは何を指しているのですか。 

 

●事務局 

   デジタル技術を用いた新しい取り組みを想定しています。漁業では、網走漁協さんにもい

ち早く取り組んでいただきましたが、今まで目視で確認していたホタテの生育状況を、撮影

画像からＡＩが判断するというような仕組みですとか、農業ですと、天候情報に基づき肥料

を撒くタイミングや収穫時期をＡＩが判断する仕組み、ドローン、それから養殖技術につい

ても、様々新しい技術が入ってまいろうかと思いますので、そういったところをイメージし

て作っております。 

   国が総合戦略を定めるにあたり、デジタル技術の活用を方針として出しております。それ

に参酌し、今回の取り組みの中ではデジタル技術の活用を念頭に置いて進めているところで

す。 

 

○委員 

   もうちょっと言うと、お題目としてはそれでいいんです。 

   例えば、それを推進するために、市としてそういう予算付けも含めて、そういう風な向き

に進むような施策を打っていくというということですか。 

 

●事務局 

   特に農業系、漁業系については、デジタル技術を活用した課題解決に取り組む加工業者さ

ん、水産業者さん、農業者さんに対する支援という補助メニューを、令和６年度から新たに

創設をしている経過もございます。 

   勝負できる一次産業を作っていかなければだめだというところは共通認識でおります。 

 

○委員 

   デジタル化を予算付けされる中で、それを今いる人材だけではなかなか難しいじゃないで

すか。他から、よその人材も含めて予算付けをして人を集めてくるということですか。 

 

●事務局 

   デジタルに特化した人材確保というのはなかなか難しいと思っておりますので、そこは外

部の専門家からのアドバイスという手法になろうかと思います。 

   一次産業とは少し離れますけども、網走市はいち早くグーグルと連携協定を結びまして、

ＤＸの推進、教育の分野でもアドバイスをいただけるような体制を築いておりますので、各

業界のご要望もお聞きしながら、適当な方をご紹介するようなことはお手伝いできるのでは

ないかと考えています。 

 

●議長 

   このほか、基本目標１で何かご意見、ご質問等ございましたらお願いいたします。 
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○委員 

   例えば、セリだとかいわゆる入札とか手書きでやってるんだけど、これをタブレットでや

ってそのまま全部資金帳まで一元化してやっていくという、こういうのは先行して漁業協同

組合のものを、自分たちでそういう会社とコンタクトとったりするんだけど、そういう意味

では市はどこにも出てこない。こうやって書いている以上は、やっぱり市にも相談できるよ

うな窓口とか、そういうところに相談したら市がお世話するとか、そういうのをやらない

と、お題目だけで実際何も、紙に書いただけで何にもならないということにもなるしね。 

   それから、やろうとすることではいろいろ経費がかかってきて、自分たちでやれることは

やるつもりではいるけども、市としてこういう扱いがありますよと、税制上でも融資でもど

っちでもいいんだけども、そういうのも、この後になるのかもしれないけどやっぱりやって

いかないと、具体的に前に進まないと思います。 

 

●事務局 

   原課を窓口として要望をお聞きしながら情報を共有してまいります。さまざまな情報の一

元化というところでは我々比較的、得意かと思いますので、お互いに情報を集めて、何が得

策なのかというところは随時相談させてください。 

 

●議長 

   そのほか、よろしいでしょうか。 

 

○オブザーバー 

   ２－１の幅広い人材確保に関係するのかなと思うんですけども、商工業者中心にやっぱり

人材不足、働き手不足が課題になっていて、そういったこともあってこういった項目たてら

れているかと思うんですが、他方では今、高齢による廃業が進んでいて、事業承継というの

も一つ大きなテーマだと思うんですけども、拝見した中ではキーワードとして事業承継とい

う言葉は見当たらなかったんですが、網走市さんとしてはどのようなお考えなんでしょう

か。 

 

●事務局 

   事業承継をしていただける人を探すというところも、人材不足対策として、ここはひとま

とめにするのが適当かどうかというところの議論もありますが、そこも含めて考えておりま

す。 

   今回、新しい戦略を作るにあたり、ポイントが２つございます。国の方向性を参酌したデ

ジタル化を進めていくというところが１つ。 

   それから、直近の状況を鑑みますと、人材不足の解消はかなり強力に進めていかなければ

ならないだろうと考えておりまして、この部分の施策は増やしております。評価指標につき

ましても数を増やしておりまして、きめ細かい分析ができるようにというところを心掛けて

いるところです。 

   どんなことができるかというのは、実際に個別の計画を立てながら進めていくことになろ

うとは思いますけれども、力を入れて進めていこうと考えている部分です。 

 

○委員 

   商工会議所の中に廃業というか、事業承継のメニューがあるんだから、市と商工会議所が

もっと密着してやって、実働は商工会議所が主体的にやっていくけど、商工会議所任せじゃ

なくて、市と商工会議所が連携していくっていうのはどんどん進めていったほうがいいんじ

ゃないですか。 

 

●事務局 

   おっしゃるとおりで、さらに連携を深めていける部分はそのようにすべきと考えていま

す。 
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○オブザーバー 

   補足させていただくと、会議所さんと日本公庫で連携させていただいて、この事業承継に

関しても、商工会議所の会員さんであれば、日本公庫の中に事業承継のマッチングサービス

があるんですけども、そちらに登録することができるんです。譲り渡したい人、譲り受けた

い人、どちらも登録できるような形になっていて、会議所さんを通じてそういったサービス

を提供させていただくことができるというところが一例としてございます。 

 

●事務局 

   事業承継に関して言えば、企業のみならず、これまで網走ではおそらく盤石だろうと思わ

れていた農業分野でも事業承継が難しい例が出てきていますので、待ったなしだと思いま

す。 

 

●議長 

   そのほか何かお気づきの点ございましたら。よろしいでしょうか。 

   それでは次に基本目標２のほうで、何かご意見、お気づきの点ございましたらお願いいた

します。 

 

○委員 

   交流人口はわかってきたんですが、関係人口の定義はどのように捉えたらいいんですか。 

 

●事務局 

   交流人口は単に交流だけですので、旅行でいらした方ですとか、そういう位置付けです。 

   関係人口はそこから一歩進んだ概念でして、網走に住んでいないんだけれども、網走と密

接に関わって、まちづくり、まちおこしをしてくださる方、関係してくださる方というよう

な位置付けです。明確な定義はないんですが、概念としてはそういう考え方をされておりま

す。 

 

○委員 

   まちづくりに特化している？ 

 

●事務局 

   特化ではないです。企業でもそうですけれども、網走に住んでいないながらも、網走に住

んでいる人と同じように活動してくださる方というくくり方をされていることが多いです。 

 

○委員 

   東京農大がこれだけの年数網走にあって、東京農大を卒業していろんなところで働いて、

網走に遊びに帰ってくる、家族を連れて旅行に来るといった仕組みづくり、こういうのをや

っぱり長く４年も５年もいる人たちだから、そういう人たちに対する仕掛け方もね。 

   それから、大学の先生方もすでにリタイアしていて、元気であってもリタイアしている先

生方もおられるので、もうちょっと深くそういうものをやるということをやったほうがいい

んじゃないですかね。 

   新規の人とやるというのも大事なんだけど、なかなか誰とどうやって具体的にやるのとい

うのができないんで、むしろもうすでにリストもあるし、どこに就職してるか具体的に把握

してたりね。それで、帰ってくるとしたときに、なにかできることがないか、もっと積極的

にかかっていってもいいような気はするんだけどね。 

 

●事務局 

   せっかく４年間を網走で過ごして、網走の良さ、悪いところ含めていいところをたくさん

感じ取ってくださった大学の卒業生との関係を切らせるというのは非常にもったいない話で

すので、世田谷でやっているホームカミングデーに足を運んで、卒業生とまた関係を築いて

いきたいというような取り組みを考えております。コロナで中断しておりますけれども、新

年度から新たに取り組んでいきたいというふうに考えています。 
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   あとは、卒業生の名簿と就職先についてなんですが、以前、大学と打ち合わせをいたしま

したが、なかなか把握しきれていないというところ、あと、名簿の活用の部分についてもち

ょっとハードルがあるということなので、ぜひそこはご協力をいただきながら、網走を思い

出してもらう、忘れないでいてもらう、あわよくばまたぜひ家族と一緒に旅行に来てもら

う、そのような取り組み、人と人との顔が見える付き合い方というのを進めていきたいと思

います。 

 

○委員 

   主体は大学に持たせればいいんだよね。市が名簿を入手するとかはやめたほうがいいです

よね。だから、大学が主体的にそういうホームカミングデーみたいなのを網走でやるとか、

様々な働きかけをすると。 

   大学の学生がどんどん減ってくると、もう卒業生の子供さんにぜひ大学に入ってもらいた

いって時代に入ってきてるから、大学としてもそういう取り組みをしていかないとならない

ということも含めてやっていかなければならないので、そういうものに補助をするとか、そ

ういう形の応援をしていくということをね。 

   あんまり市が先頭に立ってどうのこうのというのは現実論としてはね。そんな形で、様々

な窓口に機動的に動いてもらえるようなくくりでやっていったらいいと思う。 

 

●事務局 

   ありがとうございます。大学の入学生確保という側面でいけば、今、大学のほうでも一生

懸命、高校生、中学生をオープンキャンパスに招いて校外授業、校外プログラムといった取

り組みをやっております。こちらに対しても支援をしておりまして、もう高校生を対象に農

大に興味を持ってもらうのでは遅いようなんですね。今は中学生にも枠を広げて取り組まれ

るようでございますので、引き続き支援してまいりたいと考えています。 

 

○委員 

   ホームカミングデーに関しましては、やはりオホーツク出身の子は世田谷でやっても来な

いんですね。こっちでやらないと来なくて、それをやろうという案はあるんですけども、コ

ロナもあって止まった部分もあります。 

   あとはオホーツクで教職の免許が取れるので、教員やってる人をそういったときに呼ん

で、そうすると高校生にいろいろ話もしてということは考えたりはしています。 

 

●議長 

   そのほか何かございますでしょうか。 

   では続きまして基本目標３に関しまして、何かお気づきの点等ございましたらお願いいた

します。 

 

 （委員から意見等なし） 

 

   よろしいでしょうか。 

   では続きまして、基本目標４の地域を支える人材の育成ということで、これに関しまして

お気づきの点等ございましたらお願いいたします。 

 

○委員 

   大都市圏からの人材確保とあるんですけども、どんなことをイメージされてるんでしょう

か。 

 

●事務局 

   目標は掲げておりますが、これといった施策が現状ではありません。 

   地域おこし協力隊という制度があり、網走は都市圏からしか連れてこれないという側面も

ありますが、そこからの人材確保。それから、グーグルとの連携も含めて、都市部にいる知

見を持った方たちとのつながりというのを深めていきたいと考えております。 
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   我々では持っていない情報、知識、経験を授けていただけるような人を還流させて、地域

の人材を育てていきたいと考えています。 

 

○委員 

   人材の確保というのは重要なことなんだけども、ここに東京農大があって、毎年 400名が

網走とか近郊にどのぐらい就職しているか、どうして地元にそのままいてもらえないのかと

いうのも含めて、そういう調査もやったほうがいいような気がします。 

   我々も、農大にも募集をかけてるし、もっと言うと道内の大学ほとんどに職員が行って募

集のお願いをしています。 

   高校生はもうほぼほぼいなくなってきているというか、もう高校で就職する人がいなくな

ってきていて、唯一女の子がまだ少し残ってるんだけど、男の子で高校卒業して就職するっ

て本当にもう減ってしまっている。 

   それで今もう普通に大学生を採用する仕組みにしているんだけど、なかなか農大からは来

てもらえないんだけども、何かもうちょっとやりようがあるのかなという感じはしているん

だよね。 

   今年の４月に鹿児島から学生が来るんだけど、それは鹿児島の先生とつながっていて、先

生がやっぱり自分の研究生に網走の良さとか水産業の魅力みたいなものを伝えてくれるから

ですね。本来はやっぱりなるべく北海道、なるべく地元の農大からというのが我々も望まし

いと思っているんだけど。 

 

○委員 

   基本的に今の生物産業学部は道内が１割弱なんです。９割は道外から来ています。それ

で、今までで見ると大体 85パーセントぐらいは本州のほうに戻って、５パーセントぐらい

は道内に残っていると。ただ、その５パーセントも、網走に残りたいという子もいます。た

だし、就職の時期が遅いんです。都会のほうが早いんです。３年生のこの時期にもう内定を

もらっている子もいます。やっぱり就職することを考えると、早いところでまずやって内定

もらうとそこに行っちゃうというのも多いです。 

   あとは網走はやっぱり受け皿があまりないので、そうすると道内でも札幌になるか、ある

いは本州で就職活動して内定もらった会社の例えば札幌辺りで支店があるところに行くと。 

   意外に北海道に残りたいという子はいるんですけど、受け皿ですね。あとは漁協さんと

か、JAさんもそうですけど、採用の時期が遅いんですね。なかなか難しい部分もあるとは

思うんですけれども。 

 

○委員 

   高校は採用の案内するのに何か縛りあるんですよね。 

 

○委員 

   高校はあります。 

   大学も一応あるんですけど、もうあってないようなものです。今はインターンシップを例

えば２年生、３年生の夏の時期にやって、もうそこである程度採用といわないまでも決めて

しまうというのもあります。 

 

○委員 

   今まで面接やるとなったら、こっち側が相手を試すという感覚だったけども、今はまるで

違って、向こうが我々を面接に来てるんだよと。すでに来ている人は内定もらってるから

ね。内定３つありますとか、２つありますとか平気で言いますから。 

   やっと少し、うちの職員も感覚が変わってきたというか、これまでの採用してやるんだと

いう感覚とか、今はそんなんじゃないよと。 

 

○委員 

   もう全国的に人が足りないですね。 

   だから初任給もどんどん上がっているので、そうなるとやっぱり初任給がいいところ、早
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く内定もらえるところにする学生は多いそうですね。 

   その一方で、１回社会に出てから、ある意味網走に４年間住んで、そして外に出てちょっ

と離れたところで見ると、網走の良さというのをまた想う子もいて、就職してから戻りたい

という子もいます。そういう子たちの受け皿というか連絡先みたいな何かがあったら、また

ちょっと変わるのかなと思います。 

 

○委員 

   それは大学とどこかとうまくタイアップしてね。我々ももう新卒にこだわらないというふ

うになってきているから。 

 

○委員 

   むしろ新卒だと就職して辞めていくという子もいると思うんですけど、中途採用的に一度

外で経験して、その上であえて戻りたいという子のほうが居着くんじゃないかと思います。 

   あとはそういう子たちにいかに情報を発信できるかというのが必要かなと思います。 

 

●議長 

   よろしいでしょうか。それでは基本目標の５「安全・安心で持続可能な地域づくり」とい

うことで、何かお気づきの点がございましたらお願いいたします。 

 

○委員 

   コンパクトシティの推進と書いてありますが、具体的なプランというのは何もないんでし

ょう。例えば青森がやっているような、まちなかに住宅を集約していくというようなプラン

ニングというのはやってないでしょう。 

 

●事務局 

   網走市立地適正化計画というのを立てており、その中で、様々な都市機能をどのようにゾ

ーニングするか、都市機能誘導区域を定めております。ただ、ハードの整備も含めて、実際

に各施設や居住地を移動させるというのは、なかなかエネルギーが必要な話ですので、長期

的な視点で進めるべきものと思っています。 

   コンパクトシティ、直接足で歩いて活動できる、行動できる範囲内でどう生活していくか

というところは、当然考えていかなければならないものですし、様々な拠点をある程度作っ

て、その拠点同士を公共交通で結んで生活機能を維持していこうという仕組みもありますの

で、先進事例を見ながら、長い年月がかかるものだと思いますが、進めていく予定です。 

   新庁舎が来月共用開始されますが、庁舎の跡地をどう活用していくかという問題もありま

す。公共では、開発、海上保安庁、気象台など、建物が一斉に耐用年数を迎えて移動しなけ

ればならないという時期を迎えます。現地で建て替えるというのはなかなか難しいですか

ら、玉突きで移動してということになりますので、移転するタイミングでどこに何を持って

くるのが適当なのかというところは検討が必要です。 

   関係者によるそういう議論はもう始まっているんですが、大きな話ですのでなかなか一足

飛びには進まないという現状です。 

 

○委員 

   昔の話で言うと、いわゆるアカデミア構想の時代から見たら、網走のまちが一体どういう

ふうに変わっていくかという情報がまったくないし、わからないんだよね。 

   市役所が動きました、跡地をどうしますという議論の中で、少し耳に入ってくるものもあ

るけど、そこだけじゃなくて、このエリア全体が、商店街も含めて一体どういうふうにしよ

うとしているのかというのが伝わらない。これはなぜ伝わらなくなったんでしょう。昔はな

んとなく、なるかならないかわからないけどこうしたいという構想が、表にどんどん出てき

てたんだけど、そういう構想が表に出てこなくなったよね。 

 

●事務局 

   我々のＰＲがちょっと下手なのかもしれません。ご意見としてありがたく頂きます。 
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○委員 

   もっと言うと、たたき台というか、我々はこう考えるみたいなものを、市である程度持っ

てるだとか動いてるんだったら、こういうふうな形の市街地を作りたいとか、成功するかし

ないかはわからないけど、そういうものをやっぱり出して、市民の気運を醸成していくこと

をやっていかないとだめなんじゃないかと思います。 

 

○オブザーバー 

   ＧＸの推進なんですけども、再エネとか省エネとかやってゼロカーボンシティを目指すと

いうところですが、これは市役所だけで取り組むんじゃなくて、やはり市内の事業者とかも

含んでやらないと、網走市全体でのゼロカーボンは達成できないですよね。そういった取り

組みというのはこれからされるんでしょうか。 

 

●事務局 

   おっしゃるとおりです。 

   網走市は一昨年、ゼロカーボンシティを宣言いたしました。2050年のカーボンニュート

ラルに向けて、様々な取り組みを進めていこうという状況です。 

今現在、まずは市役所自体の実現を目指そうというところをやっておりますが、そこだけ

では市全体のゼロカーボンは達成できませんので、ここをさらに民間にも広げていく必要が

あります。 

   ゼロカーボンを進めていく上では、再生可能エネルギーの利用普及、省エネ化、例えば事

務所で使っている機器を省エネタイプに置き換えていくですとか、そういったところを踏み

込んでいかなければなりませんが、何にしても費用のかかる話ですので、中小企業の多い網

走市においては、それがどこまで対応できるかというところが一つ。 

   それから、このゼロカーボンという概念は、出す温室効果ガスと吸収する温室効果ガスを

相殺して最終的にゼロ扱いにしましょうという概念でございますので、一方では、植林をし

ていく、温室効果ガスの吸収の方でも進めていくというような取り組みを並行してやってい

く必要がございます。 

   一部、学者さんの言葉を借りれば、北海道は苫小牧、室蘭以外はもうすでにゼロカーボン

を達成しているというようなご意見もありはしますが、それに甘えることなく、世界と戦う

ためには SDGsの取り組みも欠かせませんので、この概念にも沿って様々働きかけをしてい

きたいですが、実行には費用もかかりますので、その辺り行政としてどこまで支援ができる

かというところも並行して議論が必要な部分だろうと考えております。 

 

●議長 

   よろしいでしょうか。 

   一応すべての目標について話しましたけども、全体を通しまして、何かお気づきの点、聞

いておけばよかったということがもしございましたらお願いいたします。 

   それでは、いろいろご意見をいただきましたので、これでこの議題については終了とさせ

ていただきたいと思います。本当にありがとうございました。 

   議題の２、その他ですけども、こちらは何かございますか。 

 

●事務局 

   皆様の貴重なご意見、ありがとうございました。 

   本日お配りした総合戦略ですけども、この後もゆっくりお目通しいただきまして、お気づ

きの点ですとかご意見等ございましたら、一応様式はご用意しておりますが、どのような様

式、方法でも構いませんので、ご意見を頂戴できればと思っております。 

   大変こちらの都合で申し訳ないんですけども、２週間後の２月６日木曜日までに事務局ま

でお寄せいただけますと幸いです。よろしくお願いいたします。 

   皆様からいただいたご意見を反映させていただきまして、２月中旬にこの会議をもう一度

開催しまして、素案とさせていただきたいと思います。ちょっとスケジュールがタイトなん

ですけども、またご案内を差し上げたいと思っております。 

   その後、皆様からいただいたご意見を基に素案を作成しまして、パブリックコメントを実
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施しまして市民の皆さんからのご意見も集約した後に、最終案についてご意見も頂戴しまし

て成案とする予定となっておりますので、引き続きご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

   以上です。 

 

●事務局 

   今日、まさに初稿をお見せしたばかりです。 

   今すぐには意見が出ないと思いますので、お持ち帰りいただいて気づいたことを随時、電

話でもメールでもファックスでもなんでもかまいませんので、２月６日を目途としてご意見

をください。このご意見を反映した後、２月中旬にもう一度皆さんに意見を反映したものを

ご覧いただきます。そして、そこでもまたご意見をいただいて、最終的に２月末までに素案

として固めてまいります。 

   固まった後、次は市民に向けてご意見をいただくためにパブリックコメントを実施します

が、これは１か月必要です。30日間、皆さんにご意見をいただく期間を設けてやります。 

   そこでいただいた意見もまた反映して、最終は３月末に、そんなに意見がなければ書面で

お示しして終わりということもあろうかと思いますが、３月末には市民意見を反映した後の

最終案を皆さんにご確認をいただいて成案化してまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

   私たちが気づいていないところがおそらくいっぱいあると思いますので、ぜひ忌憚のない

ご意見、随時お寄せください。よろしくお願いいたします。 

 

●議長 

   それでは皆様、どうぞよろしくお願いいたします。 

   これで本日の議事は終了いたしましたので、以上で会議を終了させて頂きたいと思いま

す。皆様、ご協力ありがとうございました。 

 （以上） 


